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I.目的 現 在 、地球環境 は急速 に悪化 してお り、世界各地 の農 地 では毎年 250億 ト

ンの上壌 が流 出 してい る と推 定 され てい る。 特 に、裸地や 不適切 な耕 作 が行 われ て

い る傾斜 地 では、降雨時 に大量の上砂 が流 出 し地表部分 の肥次 な土層 が失 われ 、農

地 の生産力 が低 下 し最 終的 に農 地 が放棄 され てい る。 そ こで本研 究で は、傾斜農 地

の土壌侵食 を軽減 また は回避す るこ とを 目的 と し、イ ン ドネ シアの コー ヒー 圃場 に

おいて実験 を行 つた。

H.試 験 圃場及び測 定項 目 試 験 圃場 はイ ン ドネ シア、スマ トラ島南部 に位 置す るサ

ンバル ジャヤ に設 置 した。試験 圃場 で は、傾斜 地(約 26°)をテ ラス状 に造成 し、 コ

ー ヒー を栽培 してい る。そ の中に被覆植 物 とその植 栽 方法 が異 な る以 下の 7つ の試

験 区① コー ヒー十パ スパル ム (sp ot)、② コー ヒー十パ スパ ルム(strip)、③ コー ヒー 、

④ コー ヒー十雑 車(sp Ot)、⑤ コー ヒー十雑 串:(strip)、⑥ 裸地 、⑦ 雑草 を設 けたぃ パ ス

パル ム とは、現地 で経験 的 に用 い られ てい る被覆柄物 であ る。また sp otとは コー ヒ

ー の周 りを除 き被覆 した状態 で あ り、stripとはテ ラスの木端 を帯状 に して被覆 した

状態 の こ とで あ る。 各試験 区において、地表 面流 出量、土壌侵 食量 を試 験 区の下流

端 に設置 した タンクで測 定 した。 また各試験 区にお け る土壌物理性 の違 い を調べ る

た め、固場 中央 で 土壌 サ ンプ リングを行 い、深 さ 40cmま で合計 4層 にお いて透 水

試験 、pF試 験 、粒度試験 、団粒試験 、比重試験 を行 った。 また深 さ 100cmま で 合

計 10層 にお いて含水比試験 を行 つた。 さらに降雨 登お よび コー ヒー の生育状況 に

つ いて測 定 した。

III.結果及び考察  降 雨量 の経時変化 を分析 した結果、降 雨強度 が非常 に高 く、降雨

が上壌 に与 える影響 は極 めて大 きい こ とがわか つた。次に各試験 区の地表 面流 出量、

土壌侵食 量 の測 定結果 を下表 に示す。各試験 区 と葉)テ ラス化 の効果 が非 常 に大 き く、

一昨年行 われ た近 隣の傾 斜 地(テラス無 し)にお け る試験結果 と比較す る と、地表 面

流出量、土壌侵 食 量 ともに 1/100～1/200に な っていた。そのため被覆植 物 の影響 は

ごく微小 な もの とな り、今 回の試験 ではその違 い を確認す るこ とがで きなか つた。

また土壌 の物理性 、コー ヒーの生育状況 につ いて も有意 な違 いは認 め られ なか つた。

以上 の結果 よ り圃場 のテ ラス化 は土壌侵 食 防止 に非常 に有効 で ある こ とがわか つた。
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